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平成21年11月期第２四半期累計期間及び通期の業績予想の修正 

並びに特別利益・特別損失の発生に関するお知らせ 

 

当社は、最近の業績動向を踏まえ、平成21年1月19日に公表いたしました平成21年11月期第２四半期累計期間

（平成20年12月１日～平成21年５月31日）の業績予想及び平成21年11月期通期（平成20年12月１日～平成21年

11月30日）の業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 

また、下記の特別利益及び特別損失が発生することとなりましたので、その概要をお知らせいたします。 

 

記 

 

１．平成 21 年 11月期連結業績予想数値の修正 

（１）平成 21年 11月期 第２四半期累計期間（平成 20 年 12月１日～平成 21年５月 31日） 

    （単位：百万円，％） 

 売上高 営業利益 経常利益 
四半期 
純利益 

1 株当たり 
四半期純利益 

     円 銭 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 2,245 △488 △499 △519 △17,843 29 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 2,006 △527 △533 △507 △17,449 32 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △238 △39 △33 11 － 

増 減 率            （％） △10.6 － － － － 

（ご参考）前期第２四半期実績 
（平成 20 年 11 月第２四半期） 

2,150 △121 △128 △120 △4,144 06 

 

（２）平成 21年 11月期 通期（平成 20年 12月１日～平成 21 年 11月 30日） 

    （単位：百万円，％） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 
当期純利益 

     円 銭 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 5,677 185 163 59 2,028 19 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 4,498 △655 △704 △701 △24,099 50 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △1,178 △841 △868 △760 － 

増 減 率            （％） △20.8 － － － － 

（ご参考）前期実績 
（平成 20 年 11 月期） 

4,414 △209 △223 △645 △22,176 52 



                    

２．連結業績予想の修正の理由 

（１）平成 21年 11月期 第２四半期累計期間（平成 20 年 12月１日～平成 21年５月 31日） 

生鮮ＭＤシステムは、平成 21年１月にリリースして以降、農産品を対象とした取引先への導入を進め

てまいりました。また、水産品・畜産品を対象とした取引先へも操作説明会を行ってまいりました。こ

れら取引先へのシステム導入は順次進んでおりますが、当初導入スケジュールとの乖離が生じており、

平成 21 年 11 月期の数値目標達成が困難な状況となりました。以上の要因により、売上高につきまして

は 20 億６百万円となる見通しに変更いたしました。 

また、利益面につきましては、売上原価・販売費及び一般管理費の削減を進めてまいりましたが、売

上高の計画未達をカバーするまでには至らず、営業損失５億 27 百万円、経常損失５億 33 百万円、四半

期純損失５億７百万円となる見通しに変更いたしました。 

 

 （２）平成 21 年 11 月期 通期（平成 20 年 12 月１日～平成 21年 11 月 30 日） 

生鮮ＭＤシステムの導入に関しては、農産品を取り扱う約 180 社の取引先との取引が開始されており

ます。また、今後は水産品・畜産品を対象とした新規取引先との取引開始も予定しております。しかし

ながら、売上高につきましては、平成 21 年 11 月期第２四半期累計期間までの当初導入スケジュールと

の乖離が解消されないため、44 億 98 百万円となる見通しに変更いたしました。 

利益面につきましては、引き続き売上原価・販売費及び一般管理費の削減に努めてまいりますが、売

上高の計画未達をカバーするまでには至らず、営業損失６億 55百万円、経常損失７億４百万円、当期純

損失７億１百万円となる見通しに変更いたしました。 

 

３．平成 21 年 11月期個別業績予想数値の修正 

（１）平成 21年 11月期 第２四半期累計期間（平成 20 年 12月１日～平成 21年５月 31日） 

    （単位：百万円，％） 

 売上高 営業利益 経常利益 
四半期 
純利益 

1 株当たり 
四半期純利益 

     円 銭 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 2,222 △419 △425 △445 △15,294 73 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 1,983 △420 △449 △467 △16,079 67 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △238 0 △23 △22 － 

増 減 率            （％） △10.7 － － －  

（ご参考）前期第２四半期実績 
（平成 20 年 11 月第２四半期） 

2,135 △2 △7 △30 △1,054 70 

 

（２）平成 21 年 11 月期 通期（平成 20 年 12 月１日～平成 21 年 11 月 30 日） 

    （単位：百万円，％） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 
当期純利益 

     円 銭 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 5,397 171 160 55 1,908 19 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 4,332 △567 △602 △631 △21,699 35 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △1,065 △738 △762 △686 － 

増 減 率            （％） △19.7 － － － － 

（ご参考）前期実績 
（平成 20 年 11 月期） 

4,368 24 18 △925 △31,794 04 



                    

４．個別業績予想の修正の理由 

概ね連結と同様の理由により、前回予想を下回る見通しに変更いたしました。 

 

５．特別利益の発生及びその内容 

  （個別）貸倒引当金戻入益 300百万円 
  前年度において、連結子会社への貸付金 400百万円に対する貸倒引当金を設定いたしましたが、当連結会
計期間において、300百万円の返済がありましたので、貸倒引当金戻入益を計上することといたしました。 

 
６．特別損失の発生及びその内容 

  （個別）関係会社株式評価損 300百万円 
  連結子会社における現状の損益状況及び純資産の状況などを勘案し、株式評価損を計上することといたし

ました。 
 

（注）本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、本資料の発表日現在において当社が入手可能な情報に

基づいて当社が判断したものであり、実際の業績等は今後様々な要因により異なる結果となる可能性があります。 

 
以 上 

 


